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研究成果の概要（和文）：日本社会における最大の防災課題である津波避難について、新しい避難支援ツール、
すなわち、①「個別訓練～避難動画カルテ」、②避難訓練支援アプリ「逃げトレ」、③「局地総合シミュレーシ
ョン」、④「防災教育ゲーム：クロスロード津波編」、以上の4つの実践的教育・訓練ツールの開発と実装を、
複数のフィールドで行った。その結果、住民自らが避難訓練やワークショップへの参加を通じて避難手法開発の
鍵となる変数に関する情報を内在的かつ自生的に生み出し、それを前提とした地域独自の避難方法を研究者と当
事者が共同開発するアプローチを確立した。

研究成果の概要（英文）：Facing a great threat of large scale earthquake and tsunami disasters, 
following the 2011 Tohoku Catastroph, we have developed and implemented a couple of new education 
tools for tsunami evacuations, based on action reseraches in actuals research and practice fields. 
They include procedures and/or materials, "single preson drill," a smartphone app "Nige-Tore," 
integrated tsunami evacuation simulations, and a gaming procedure "Crossroad: tsunami evacuation 
version." Local people are involved more actively and more participatively in a collaborative 
process, participated not only by disaster experts but by local inhabitants, to create more 
effective evacuation procedure in local communities.    

研究分野： 防災心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本社会における最大の防災課題である津波避難について、新しい避難支援ツール、すなわち、①「個別訓練～
避難動画カルテ」、②避難訓練支援アプリ「逃げトレ」、③「局地総合シミュレーション」、④「防災教育ゲー
ム：クロスロード津波編」、以上の4つの実践的教育・訓練ツールの開発と実装を、複数のフィールドで行っ
た。その結果、住民自らが避難訓練やワークショップへの参加を通じて避難手法開発の鍵となる変数に関する情
報を内在的かつ自生的に生み出し、それを前提とした地域独自の避難方法を研究者と当事者が共同開発するアプ
ローチを確立した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  

当時、日本社会は、東日本大震災、特に津波による甚大な人的被害の発生をうけ、来たるべ
き南海トラフの巨大地震・津波のリスクを適切に「想定」し、いかに効果的に被害を軽減する
かという社会的課題に直面していた。その際、（深刻な）「想定」そのものがリスクとして機能
してしまう危険も同時に存在していた。たとえば、「想定」が、高齢者を中心に地域住民に以下
のような反応が生む現象である。①絶望（「もうあきらめました、黙ってお迎えを待ちます」）、
②油断（「昭和南海地震のとき津波は 1 メートルくらいだった、学者が大風呂敷を広げている
のでしょう」）、③お任せ（「私たちの手には負えません、役場や専門家のみなさん、どうぞよろ
しくお願いします」）。これらの反応はいずれも、ハザード（津波）そのものがもっているリス
クではなく、ハザードに関するリスク・コミュニケーション（「想定」の公表）が生んだ新しい
リスクであり、皮肉なことにハザードのリスクをますます高める逆説的効果を生んでいた。本
研究は、この意味で、学術的には、津波リスク情報（インフォメーション）の有効活用のため
のリスク・コミュニケーション方式を手法するというねらいをもっていた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、喫緊の防災課題である津波避難について、新しい避難支援ツール、すなわ
ち、①「個別訓練～避難動画カルテ」、②「個別訓練～スマホアプリ・バージョン」、③「局地
総合シミュレーション」、④「防災教育ゲーム：クロスロード津波編」、以上 4 つのツールの開
発と社会実装を通じて、全国最悪の津波想定（津波高 34 メートル超）が出た黒潮町をはじめ、
四国、近畿にまたがるいくつかのフィールドで、向こう 5 年の間に、状況を飛躍的に改善する
ことである。特に、住民自らが避難訓練やワークショップへの参加を通じて避難手法開発の鍵
となる変数に関する情報（避難所要時間や要援護者対応など）を内在的かつ自生的に生み出し、
それを前提とした地域独自の避難方法を研究者と当事者が共同開発する点が、本研究の大きな
特徴である。 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、4つの津波避難支援ツール－①「個別訓練～避難動画カルテ」、②「逃げトレ：
個別訓練のスマホアプリ・バージョン」、③「局地総合シミュレーション」、④「防災教育ゲー
ム：クロスロード津波編」－を開発し、その意義を、アクションリサーチの方法論として理論
的に位置づけるための研究も同時に実施した。具体的な研究はいずれも、専門家と地域住民に
よる「アクションリサーチ」として展開した。また、多くの研究を、人文・社会科学系の研究
者と理工学系の研究者との学際的共同研究として実施した。研究①、研究③は、主に平成 26
年度に、研究②、研究④は、主に平成 27 年度以降に実施した。また、先行の試行的研究の実績
のある高知県など地方都市での研究を先行させ（主に、平成 26-28 年度）、堺市、大阪市など大
都市部の研究を後続させた（主に平成 27-29 年度）。 

 
４．研究成果 

研究①：「個別訓練～避難動画カルテ」： 
訓練参加者の参加意識を飛躍的に高めるべく、従来の集団一斉訓練のスタイルに代えて、訓

練参加者の避難成否を個別に診断できるシステムとして、「個別訓練～避難動画カルテ」（下図）
を、主に高知県四万十町興津地区をフィールドとして開発した。同手法は、その後、他のフィ
ールド（静岡県焼津市、高知県黒潮町、大阪府堺市、三重県伊勢市、茨城県大洗町など）にも
適用し、汎用性を確保するための追加研究を
実施した。あわせて、興津地区では、昼夜の
別、天候のちがいなど、異なる条件下での避
難行動の解析ツールとして同手法を活用す
るための方法を開発した。さらに、日本国内
で開発した手法の海外での汎用性を検証す
るため、日本社会とはハザード状況も社会文
化的環境も異なるメキシコでも適用した。具
体的には、SATREPS メキシコプロジェクトと
も連携しつつ、メキシコ太平洋沿岸ゲレロ州
において、同種のカルテを作成し、小中学校
の避難訓練、および、地域社会の避難計画策
定に非常に大きな効果を有することを確認した。 

研究②：「逃げトレ：個別訓練のスマホアプリ・バージョン」 
「逃げトレ」は、研究①の成果の延長線上にあるもので、スマートフォンを利用して、避難

訓練を実施しながらリアルタイムで「動画カルテ」をチェックできるシステムである（下図）。
一時的な訪問者や滞留者を含め多数の人びとが避難する大都市部での津波支援ツールとして、
内閣府の SIP プロジェクトによって開発した。本研究では開発したアプリを上記に列記した複



数のフィールド、具体的には、高知県四万十町、
黒潮町、大阪府堺市などで実装した。また、「逃げ
トレ」アプリの最終形の完成をうけ、「逃げトレ」
を利用した避難訓練手法（たとえば、要支援者対
応の訓練、複数の避難場所の比較検証など）の開
発、それらを一般市民にもわかりやすく伝えるた
めのコミュニケーションツール（ビデオマニュア
ル、ユーザーサポート HP）の開発、および、それ
らの社会実装も行った。 

研究③：「局地総合シミュレーション」 
特定の地域を対象に、詳細な津波浸水シミュレ

ーションに基づいて、複数の避難戦略の有効性を
相互比較し、それまでにない新しい避難戦略をローカルにオーダーメイドで提起することを目
的としたシステムである。まず、高知県黒潮町をフィールドとして、さまざまな津波の条件ご
とに、「遠くの高台と近くのタワー」のいずれに避難することが適切なのかを診断するシステム
として開発した。その後、開発したシステムが、津波ハザードの程度や地勢的条件が異なる地
域でも活用可能な普遍性・一般性をもつか否かについて検証した。あわせて、複数の津波避難
戦略がもつ有効性を数理モデルとシミュレーションによって解析し評価するための手法につい
ても検討した。特に、「リグレット（後悔）理論」に基づいて、単なる避難困難性ではなく避難
行動の選択の困難性（「共倒れ」、「見殺し」など、避難戦略が避難者の心理に及ぼす影響）を反
映した新しいタイプのハザードマップ（リグレットマップ）を、静岡県焼津市などで作成する
ための研究にも本シミュレーションを活用した。 

研究④：「防災教育ゲーム：クロスロード津波編」 
東日本大震災における津波被害を経験した茨城県大洗町におけるフィールドワークを推進し、

他地域の津波避難のレポートも加えて、「防災教育ゲーム：クロスロード津波編」のプロトタイ
プを「同：大洗編」として完成させた。その後、「防災教育ゲーム：クロスロード津波編（大洗
編）」を活用したワークショップ（防災教育）を、東日本大震災の被災地茨城県大洗町、および、
南海トラフ地震・津波の被害が想定される高知県黒潮町において「被災地・未災地交流ワーク
ショップ」として開催し、その効果性を検証した。 
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